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・内科系の午後診療は、当番制となっております。

・内科/発達小児科/精神科/泌尿器科/眼科にお　
　いては「予約制」を導入しております。　

・休診日は、祝日午後・土曜日午後及び日曜日。
時間外・休日等は、当番医師にて急患対応致します。
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●天草空港より車で25分　
●本渡バスセンターよりバスで40分 
➡ 天草慈恵病院前 停留所下車 徒歩2分
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血液内科

神経内科

九州大学

長崎大学
（12：30迄）

長崎大学
（12：30迄）

長崎大学
（9：30～）

白　藤
(午後のみ)

長崎大学
（9：30～）

九州大学

福岡大学
（10：00～17：00）

外来診療担当医表 ■ 診療時間　午前 8：30～12：30　午後 13：30～17：30
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に
て
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交通アクセス

①宮崎（久）
（13:30～）

②吉田
（15：30～）

　当院では、新型コロナウイルス感染症に罹患し、症状が改善した人の転院先となる「後方支援
病院」の役割を担っています。特に高齢の感染者の多くは症状が改善して治療を終えても、入院
中に体が衰えてリハビリが必要になるなどして直ちに退院できないことから「後方支援病院」へ
の転院が必要となる場合があります。
　これまで転院されて来られた患者様は「肺炎の治療継続」「ADL低下によるリハビリが必要な
方」「施設がクラスター等で帰れない」などと多岐にわたります。
　お困りごと、ご紹介の際には当院連携室までご連絡いただければと思います。

『後方支援病院』

　「高齢者施設等医療支援チーム」とは、保健所の依頼により当院
の医師・並びに看護師等をクラスターが発生した施設等へ派遣して
支援を行う制度です。これまでの業務内容としては、入所者の体調
管理に加え、スタッフの体調確認、ゾーニングの確認など施設運営
が継続できるような支援を行いました。
　感染が拡大していく中でも、地域での医療が継続して行えるよう、
今後もできる限り協力していきたいと考えています。

『高齢者施設等医療支援チーム』に参加

　感染が拡大していく中でも、地域での医療が継続して行えるよう、
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天草慈恵病院の『回復期リハビリテーション病棟』 土曜日外来のご案内

「苓北さわやかクリーン作戦」に参加

認知症サポーター養成講座開催

　天草慈恵病院では、急性期治療後の患者様に対し医療専門医（医師・看護師・ケアワーカー・理学療法士・作
業療法士・言語聴覚士・ソーシャルワーカー・薬剤師・管理栄養士等）がチームを組んで「日常生活動作向上、
寝たきり防止、家庭復帰」を目標に専門的なリハビリテーションプログラムを実施しています

　去る７月19日と２１日の２日間、当院の職員を対象に認知症サポーター養成講座を開催致しました。
　内容としては、認知症についての基本的な事柄を中心に講義を行い、認知症の方の想い、介護されている
ご家族の想いをグループワークで事例をもとに参加者に考えてもらいました。その後に認知症の方への対
応の仕方として「みんなで学ぼう認知症」という動画をみてもらい、最後に認知症サポーターの役割、活動に
ついて話をして講座を終了しました。
　参加者からは「グループワークで本人の気持ちを考えることが難しかった」という意見や「認知症の方の想
いを実感できた」等の意見がありました。また「今後、日々の業務の中で話しかけ方や対応に心配りしたい」「認
知症の方の気持ちに寄り添ってケアを行っていきたい」などの意見が多くありました。
　私たちは日々、認知症の方と接することがありますがその中でまず、認知症の方の想いをくみながら専門職と

してその方に合ったケアを考えていく必要があると思います。
　「認知症サポーターとして活動出来そうですか？」の質問
に対して「周囲に気を配り必要なことを手伝っていきたい」
「両親や夫、友人、ご近所等、周囲で必要とされることがあれ
ば協力したい」等、認知症サポーターとして前向きな意見も
きかれました。
　認知症の方が住み慣れた地域で安心して生活できる町づ
くりを目指して、認知症サポーターの活動は今後益々期待さ
れるでしょう。

　当院では、九州大学病院代謝内科医・眼科
医による診療を行なっています。
　外来診療のみで、眼科疾患全般を対象とし
ています。詳しくは、受付窓口までお問合わ
せください。

眼 科・代 謝 内 科整 形 外 科

9月の診療は 10日 ・17日 ・ 24日
10月の診療は 1日・8日・15日・22日・29日

代謝内科診療：

眼科診療 ：

9月3日・10日・17日・23日（金）
10月1日・8日・15日・22日・29日
9月10日 ・ 17日
10月1日 ・ 8日

診療時間

担 当 医

　当院の整形外科では月～金曜日までの外
来診療の他、土曜日も外来診療を行っており
ます。

土曜外来診療日（2022年9～10月）

診療日程（2022年9～10月）

8 ： 30 ～ 14 ： 30

第１・３・5土曜（8：30～12：00） 　
千丈 実香 医師
第２・４土曜（8：30～14：30） 
福大整形外科 医師

　デイケアセンター蕩
蕩館では、利用者様が
可能な限りご自宅で自
立した日常生活を送る
ことができる様、デイケ
アにおける食事や入浴など
の日常生活上の支援及び口腔機能向
上サービスを行なっております。また、
身体機能の維持・生活機能の向上を目
的として、医師の指示に基づき理学療
法士などのリハビリ専門職がリハビリ
テーションを日帰りで提供しています。
　趣味の活動としてクラブ活動（絵手
紙、手芸、書道等の他、脳活性、パズル、
計算等）も実施しています。
　現在「新型コロナウイルス感染症予
防対策」として手洗い、手指消毒、マス
ク着用を徹底し、1日2回の検温（送迎
車両乗降前、昼食後）、こまめな換気を
行い、3密にも配慮しております。
　今後も安心・安全にご利用いただけ
ますよう、スタッフ一同取り組んでまい
ります。

　７月10日、苓北町主催の「苓北さわやかクリー
ン作戦」に天草慈恵病院として職員15名が参加
させて頂きました。朝７時半より約2時間かけて、
病院周辺国道沿いのゴミ拾い、道路沿線の草刈
り等を実施しました。当日は天気も良く、早朝では
ありましたが気温も高かったため、熱中症対策と
してこまめに休憩をはさみながらの作業となりま
した。梅雨明けということもあって草刈りの量も
多く、その回収にも時間を要しましたが「みんな
の力できれいなまちづくりを！」というスローガン
どおり活動に少しだけ貢献できたかと思います。
　今後も地域のお役に立てるよう、自分たちがで
きることから取り組んでいきたいと思います。

お問合せ先（回復期リハビリテーション病棟）

最近の退院事例

0969-37 -1150直通ＴＥＬ
0969-37 -1160直通FAX

■医療連携室
0969-37 -1111代表ＴＥＬ

■天草慈恵病院

FIM

食事
整容
清拭
更衣上衣
更衣下衣
トイレ動作
排尿
排便
移乗ベッド
移乗トイレ
移乗浴槽
移動歩行
階段
理解
表出
社会的交流
問題解決
記憶

7
5
5
5
5
7
7
7
7
7
1
7
1
6
4
7
6
6

7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
6
6
6
7
6
6

FIM 入院時 退院時

FIM運動計
FIM認知計
FIM計

入院時 退院時
71
29
100

90
31
121

　L様は、アテローム血栓性脳梗
塞にてA病院に急性期入院後、当
院回復期病院へリハビリ目的にて
転院されました。介入当初は、麻
痺は軽度であったため歩行や日
常生活動作はなんとかご自分で
できていました。しかし、失語があ
りコミュニケーションにおいてスト
レスを感じていらっしゃいました。
また高次脳機能障害の影響のた
め、集中力の低下・注意機能の低
下もありました。
　在宅生活復帰を目標に理学療
法・作業療法・言語療法を実施。約１ヵ月半のリハビリ実施
後、入院当初より発語も出るようになり、余暇時間には以前
お好きであった新聞を読むことが可能になりました。退院後
は、御家族や包括支援センターの支援を得ながら、病前の生
活を送っていかれることでしょう。

＊9月の第1週目は休診です。

「デイケアセンター蕩蕩館」のご案内
とう とう かん
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